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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ぶるー・びー

住　所 仙台市青葉区一番町2丁目5-5

415102078

吉川　英子

令和7年度電話番号 022-724-7484

連携先企業名 株式会社スリーズ 担当者名

当社は、スポーツ系ウェアを中国から輸入し、4つのモールにて販売展開しているECサイトです。
ECサイトにおいて、商品入荷後の検品や袋詰めは必要不可欠な作業といえます。
検品、トリミング(ほつれ取り)、袋詰め、バーコード貼付等の作業をぶるー・びーさんに代行していただくことで、
注文後の出荷作業をかなりスムーズに進めることができております。
作業も大変丁寧かつ的確に対応していただいているため、安心です。
今後もお願いしていきたいと考えております。

連携先の企業等の意見または評価

岩田　英典

活動場所：事業所内

実施日程：令和5年9月11日から開始し、現在も継続中。

　　　　　　　随時作業(週２回～5回程度)

実施した生産活動：

レギンスやTシャツ、スポーツスカート等の衣類の検品・梱包作業

パソコンでの商品登録作業

・地域連携活動のねらい：地域に障害者施設があることを知ってもらい、

　障害のある方に対しての理解を広げるとともに、連携先の企業の人手不足の解消を図る。

・利用者にとってのメリット：

　継続作業なので、少しずつ作業にも慣れて見通しを持って作業に取り組むことができている。

　毎回同じ商品ではなく、その都度種類が変わるので、職員の指示を聞きながら臨機応変に

　対応する力を身につけることができる。

　集中して作業に取り組む、自分のやり方ではなく指示通り決められた方法でたたむ、目標を

　設定し決められた作業を終わらせる、規定と違うものは職員に報告をする等、就職に向けて

　必要なスキルを身につける。

・作業を分担(検品をする・糸を切る・ホコリ等を取る・たたむ・袋に入れる・テープ

　を貼る・バーコードを貼る等)することにより、特定の利用者だけではなく、多くの

　利用者が参加することができた。

・施設外作業が中心の活動となっていたが、施設内で集中して作業を行う機会も設ける

　ことができた。それにより、利用者の体調管理を行ったり、集中力を養う機会となっ

　た。

・連携先の企業様が立地的に近いこともあり、何かあればすぐに対応していただけたた

　め、利用者も安心して作業に取り組むことができた。

・また、今年度よりパソコンを使った入力作業も開始したため、職員と確認しながら

　ICTを用いた作業の一環としても取り組むことができた。
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